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取
り
組
み
の
原
点
を
全
教
師
で
共
有
し

「
欠
落
・
段
差
・
落
差
な
き
教
育
」へ

中
学
校
で
表
面
化
す
る
問
題
は
、
中
学
校
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
│
│
。

そ
う
し
た
認
識
の
下
、
阿
久
比
町
の
小
学
校
４
校
と
町
内
唯
一
の
中
学
校
は
、
互
い
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。

小
中
の
教
師
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
が
増
え
、
中
学
１
年
生
で
の
不
登
校
が
激
減
す
る
と
い
う
成
果
も
表
れ
て
き
た
。

学
校
事
例

愛
知
県

阿あ

ぐ

い

久
比
町
立
英え

い

比び

小
学
校
、
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

1

校長 石井勝巳先生
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公開研究会　未定

◎１９０９（明治４２）年開
校。校訓は「正しく・強く・
おおらかに」。２０１１年度
は「阿久比町幼保小中一
貫教育プロジェクト」の事
務局を務め、１３年度の研
究発表に向けて準備を進
めている。

S c h o o l  D a t a

◎阿久比町には小学校４校と中学校１校
の計５校があり、町内の９割以上の子
どもが同町立阿久比中学校に進学する。
各小学校の児童数は約２００～５００人。
阿久比中学校の生徒数は約７５０人

◎2005年度に町の独自施策として「幼
保小中一貫教育プロジェクト」を立ち
上げ、改善を重ねながら継続している

◎各学年で必要な学習内容を確実に身に
付けさせる「欠落なき教育」、幼保小中
の「段差なき教育」、学校間・学級間の「落
差なき教育」を掲げ、教育長や校長ら
のリーダーシップの下、全ての教師が
小中接続への意識を高めることを目指
している

ポイント取り組みの

愛知県知多郡阿久比町

阿久比町教育委員会

■知多半島の中央部に位置する人口約 2万 6,000
人の自治体。「幼保小中一貫教育」を推進し、教
師の力量向上と町を挙げて子どもを育てる「阿
久比学園」の創造を目指す。

所在地 〒 470-2292
 愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越 50
TEL 0569-48-1111（代）

■事務局の指導主事 1人で小学校４校、中学校 1
校を担当
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小中接続──子どもの学びを中学校へつなぐ

　
阿あ

ぐ

い
久
比
町
は
、知
多
半
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、

豊
か
な
自
然
が
残
る
地
域
だ
。
古
く
か
ら
住
む
三
世

代
の
家
庭
も
多
い
が
、
名
古
屋
市
内
か
ら
電
車
で
30

分
程
度
と
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、
近
年
は
宅

地
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
町
に
小
学
校
は
４
校
あ

り
、
私
立
中
学
校
に
進
学
す
る
一
部
の
子
ど
も
を
除

き
、
町
内
の
小
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
の
ほ
と
ん

ど
が
、
町
内
唯
一
の
阿
久
比
中
学
校
に
進
学
す
る
。

　
落
ち
着
い
た
子
ど
も
が
多
い
同
校
の
地
域
で
も
、

「
中
学
校
に
な
っ
て
表
面
化
す
る
問
題
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
１
つ
は
不
登
校
だ
。
小
学
校
で
は
１
校
に
１
人

い
る
か
い
な
い
か
の
不
登
校
の
子
ど
も
が
、
中
学
校

で
は
20
人
程
度
に
上
っ
て
い
た
。
特
に
、
中
学
１
年

生
の
２
学
期
は
不
登
校
が
増
え
る
時
期
で
あ
り
、
原

因
の
１
つ
に
小
学
校
と
中
学
校
で
の
指
導
の
隔
た
り

が
考
え
ら
れ
た
と
、
阿
久
比
町
立
英え

い

比び

小
学
校
の
石

井
勝
巳
校
長
は
話
す
。

　「
小
学
校
の
学
級
担
任
制
で
は
、
授
業
で
も
学
級

活
動
で
も
同
じ
教
師
が
子
ど
も
と
か
か
わ
る
た
め
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
把
握
し
て
細
や
か
に
支
援
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
教
科
担
任
制
の
中
学
校
で
は
教

師
と
の
距
離
が
離
れ
、指
導
の
仕
方
も
変
わ
り
ま
す
」

　
学
習
の
つ
ま
ず
き
も
要
因
の
１
つ
に
考
え
ら
れ

た
。
小
学
校
時
代
に
学
習
内
容
や
学
習
習
慣
が
定
着

し
て
い
な
い
ま
ま
中
学
校
に
進
学
す
る
子
ど
も
が
、

残
念
な
が
ら
一
定
数
見
ら
れ
た
の
だ
。
中
学
校
で
は

学
習
内
容
が
難
し
く
な
る
こ
と
に
加
え
て
部
活
動
が

始
ま
る
た
め
、
学
習
習
慣
の
な
い
子
ど
も
は
ま
す
ま

す
机
か
ら
遠
ざ
か
り
、
授
業
に
付
い
て
い
け
な
く
な

り
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
悪
循
環
が
生
じ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
阿
久
比

町
教
育
委
員
会
（
以
下
、
町
教
委
）
は
２
０
０
５
年

度
か
ら
「
幼
保
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以

下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
を
進
め
て
き
た
。
町
教
委

の
瀧た

き

塚づ
か

崇
指
導
主
事
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
小
学
校
と
中
学
校
の
両
方
の
ご
経
験
が
あ
る
、

当
時
か
ら
の
教
育
長
が
『
中
学
校
で
表
面
化
す
る
問

題
は
中
学
校
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
ま
た
家
庭
の
責
任
で
も
あ
る
』
と

考
え
た
の
で
す
。
年
齢
に
応
じ
て
身
に
付
け
る
べ

き
こ
と
を
確
実
に
身
に
付
け
る
『
欠
落
な
き
教
育
』、

各
学
校
段
階
で
教
え
る
内
容
と
発
達
段
階
と
の
ず
れ

が
な
い
『
段
差
な
き
教
育
』、
同
じ
学
校
段
階
間
や

学
級
間
で
差
の
な
い
『
落
差
な
き
教
育
』
を
目
指
す

教
育
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
」

　
同
じ
く
、
小
中
両
方
の
指
導
経
験
の
あ
る
石
井
校

長
も
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
私
は
小
学
校
と
中
学
校
を
経
験
し
、
大
き
な
違

い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
小
学
５
・
６
年
生
は
小
学

校
で
は
修
了
に
向
か
う
時
期
で
す
が
、
同
時
に
中
学

校
へ
の
準
備
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
阿
久
比
町
に
赴

任
し
、
教
育
長
の
考
え
を
う
か
が
う
中
で
、『
中
学

校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』が
必
要
だ
と
、

よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
内
の
全
て
の
学
校
・

教
師
が
か
か
わ
り
、「
研
究
」「
生
活
・
健
康
」「
教

育
課
程
」「
幼
児
教
育
」
の
４
つ
の
部
会
で
進
め
ら

れ
て
い
る
（
Ｐ
．12
図
１
）。
小
・
中
学
校
全
５
校
の

う
ち
、
４
校
に
４
つ
の
部
会
の
担
当
を
振
り
分
け
、

残
り
の
１
校
が
事
務
局
を
担
う
。
か
つ
て
は
５
つ
の

部
会
が
あ
り
、
事
務
局
と
部
会
を
兼
務
す
る
学
校
が

あ
っ
た
が
、
負
担
が
大
き
く
、
現
在
の
形
と
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
７
年
目
と
な
る
が
、
研
究
体
制

や
研
究
内
容
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
代

表
的
な
施
策
を
紹
介
す
る
。

◎
小
学
校
で
の
一
部
教
科
担
任
制

　
子
ど
も
が
中
学
校
で
感
じ
る
戸
惑
い
を
減
ら
す
た

め
、
一
部
の
教
科
で
教
科
担
任
制
を
取
り
入
れ
た
。

　「
担
任
が
学
級
の
子
ど
も
と
か
か
わ
り
を
深
め
る

阿
久
比
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
指
導
主
事

瀧
塚
崇Takizuka Takashi

「
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
一
緒
に
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

阿
久
比
町
立
英
比
小
学
校
校
長

石
井
勝
巳Ishii Katsum

i

「
教
室
は
間
違
う
と
こ
ろ
。
失
敗
を
恐
れ
ず

発
言
し
、
互
い
に
学
び
支
え
合
う
学
校
を
つ

く
り
た
い
」
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◉
背
景

中
学
生
に
な
っ
て
表
面
化
す
る

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

◉
取
り
組
み
内
容

９
年
間
の「
重
点
指
導
事
項
」を
作
り

つ
ま
ず
き
へ
の
手
立
て
を
考
え
た
い



こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
た
だ
、
複
数
の
視
点

で
子
ど
も
を
見
る
こ
と
は
よ
り
深
い
児
童
理
解
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
一
部
教
科
担
任
制
の
導
入
は
、
小

中
の
接
続
を
円
滑
に

す
る
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
が
学
級

担
任
以
外
の
教
師
と

人
間
関
係
を
築
け
る

利
点
も
あ
り
ま
す
」

（
瀧
塚
指
導
主
事
）

　
英
比
小
学
校
の
場

合
、
６
年
生
は
３
学

級
だ
っ
た
た
め
、
３

教
科
に
つ
い
て
は
、

１
人
の
教
師
が
３
学

級
の
授
業
を
受
け
持

つ
と
い
う
教
科
担
任

制
を
取
り
入
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
方
法

に
は
２
つ
の
問
題
が

あ
っ
た
。
１
つ
は
、

教
科
担
任
制
の
た
め

の
時
間
割
の
組
み
替

え
に
手
間
が
掛
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
。
も

う
１
つ
は
、
教
師
３

人
の
得
意
教
科
が

分
散
す
る
と
は
限
ら

ず
、
不
得
意
な
教
科

を
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。

　「
教
頭
や
教
務
主
任
の
先
生
が
、
専
科
と
し
て
入

る
形
が
出
来
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
も
多
く
、
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
教
師
の
加
配

な
ど
の
手
立
て
が
な
い
と
継
続
は
困
難
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

◎
小
中
９
年
間
の
重
点
指
導
事
項
の
作
成

　
現
在
、
注
力
し
て
い
る
の
は
、
小
中
９
年
間
に
わ

た
る
「
重
点
指
導
事
項
」
の
作
成
だ
（
図
２
）。

　「
小
中
９
年
間
で
最
低
限
押
さ
え
る
べ
き
内
容
を
、

教
科
ご
と
に
一
覧
表
に
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
学
習
指
導
要
領
で
も
指
導
内
容
の
系
統
性
は
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
学
年
で
身
に
付
け
る
べ
き
内

容
を
よ
り
端
的
に
一
覧
で
き
る
資
料
が
あ
れ
ば
よ
い

と
考
え
ま
し
た
。
今
後
は
表
の
中
で
つ
ま
ず
き
や
す

い
事
項
に
印
を
付
け
、小
中
の
教
師
全
員
で
共
有
し
、

つ
ま
ず
き
を
減
ら
す
た
め
の
手
立
て
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
活
用
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

　
国
語
と
算
数
の
「
重
点
指
導
事
項
」
に
続
き
、
ゆ

く
ゆ
く
は
他
教
科
の
一
覧
も
作
成
す
る
予
定
だ
。

　「
特
に
中
学
校
で
は
、
担
当
教
科
に
関
す
る
取
り

組
み
の
有
無
が
先
生
方
の
関
心
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。
子
ど
も
の
学
び
を
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
先
生
方

の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
全
教
科
分
を
作
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

　
こ
れ
ま
で
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、

総
合
学
習
）
で
は
、
４
つ
の
小
学
校
が
実
践
す
る
統

一
単
元
の
設
定
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
が

他
教
科
へ
広
が
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　「
総
合
学
習
の
内
容
に
は
各
小
学
校
の
特
色
が
あ

り
ま
し
た
が
、
小
学
生
と
し
て
身
に
付
け
て
お
く
べ

き
知
識
・
技
能
を
洗
い
出
し
て
統
一
す
べ
き
点
を
探
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今日的な課題である
「学力向上」に取り組む

図１ 「幼保小中一貫教育プロジェクト」の組織と主な取り組み

プロジェクト推進会議

＊同校の資料を基に編集部で作成

研究部

家庭学習実態調査
みんなで学習に取
り組もう運動
家庭学習の啓発

など

●

●

●

プロジェクト全体推進
幼保小中職員交流・町広報誌による啓発
講演会、研修会（発表会）企画運営

●

●

●

主な取り組み

これまでの事業や活動
を着実に展開し、学校
だけでなく保護者参加
の取り組みにする

生活・健康部

親子ふれあい読書
キャンペーン
あいさつ運動
「家庭・園・学校がと
もに育ち合うため
の手引き」の活用

など

●

●

●

主な取り組み

小・中学校の各教科に
おける重点指導事項を
明らかにして、指導の
充実を図る

教育課程部

一部教科担任制、少
人数指導
コミュニケーション
一覧の活用
算数・数学重点指導
一覧の活用

など

●

●

●

主な取り組み

就園・就学までの子育
ておよび支援の整備を
図る

幼児教育部

めざす６歳像の活
用
子育て10か条の活
用
小学校体験研修

など

●

●

●

主な取り組み

方　針 方　針 方　針 方　針

事務局 運営会議
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小中接続──子どもの学びを中学校へつなぐ

り
、
15
時
間
程
度
の
統
一
単
元
を
つ
く
り
上
げ
ま
し

た
。
中
学
校
に
進
学
し
て
も
、
皆
、
同
じ
単
元
を
経

験
し
て
い
る
こ
と
で
、
共
通
の
素
地
が
持
て
る
よ
う

な
形
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
瀧
塚
指
導
主
事
）

◎
小
学
校
と
中
学
校
の
授
業
交
流

　
小
学
校
教
師
が
中
学
校
で
、
中
学
校
教
師
が
小
学

校
で
授
業
を
す
る
試
み
も
定
期
的
に
行
う
。
た
だ
、

小
学
校
教
師
が
中
学
校
で
授
業
を
す
る
こ
と
に
少
し

尻
込
み
を
す
る
傾
向
や
、
中
学
校
教
師
が
小
学
校
で

授
業
を
す
る
際
は
無
意
識
に
「
小
学
校
仕
様
」
に
し

て
し
ま
い
、
本
来
の
中
学
校
の
雰
囲
気
が
薄
れ
て
し

ま
う
傾
向
が
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た
。

　「
小
学
生
に
と
っ
て
は
、
中
学
校
の
教
師
に
親
し

み
を
感
じ
や
す
く
な
る
良
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
中
学

校
の
体
験
授
業
の
場
に
な
り
き
れ
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
バ
ラ
ン
ス
を
探
り
た
い
と

思
い
ま
す
」（
瀧
塚
指
導
主
事
）

◎
小
学
校
卒
業
時
の
「
確
認
テ
ス
ト
」

　
小
学
校
卒
業
時
に
は
、
小
学
校
で
の
学
習
の
総
決

算
と
し
て
「
確
認
テ
ス
ト
」
を
行
う
。
出
題
教
科
は

国
語
と
算
数
で
、
10
年
度
は
中
学
校
の
教
師
が
テ
ス

ト
を
作
成
し
た
。「
確
認
テ
ス
ト
」
の
レ
ベ
ル
や
設

問
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
小
学
校
と
中
学
校
と

で
更
に
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
小
学
生
の
中
学
校
見
学

　
小
学
校
と
中
学
校
の
指
導
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

と
共
に
、
子
ど
も
自
身
も
中
学
校
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
小
学
生
が
中
学
生
と
接
す
る
機
会

を
増
や
し
た
。
例
え
ば
、
４
つ
の
小
学
校
の
６
年
生
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図２ 算数・数学　重点指導事項（小学校の「数と計算」領域、中学校の「数と式」領域から抜粋）

＊同校の資料を基に編集部で作成

千万の位までの数
九九を１回適用した除法と、あまりのある除法
（２桁の数）±（２桁の数）の暗算
（３桁の数）±（３桁の数）の筆算
10倍、10でわることによる位の移動と、その処理
分数を数直線上に表し、大小の比較

●

●

●

●

●

●

分配法則を用いた展開
同類項をまとめる
乗法公式を用いた展開
素数の意味と素因数分解
共通因数を取り出す形の因数分解
和と差の積の形の因数分解
足して○、かけて△の形の因数分解
連続した２数、３数の表し方と奇数・偶数の表し方
平方根の意味とその表し方
√の変形
平方根の四則計算
分母の有理化
二次方程式「ｘ2＝○」の解の求め方
（ｘ－○）（ｘ－△）＝０の解の求め方

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

正の数・負の数の加法、減法
正の数・負の数の乗法、除法
指数を含む計算
分配法則を使った計算
数量を文字で表す
文字式の表し方
式の値を求める
文字式の加法、減法
文字式と数の乗法、除法
解が整数で、かっこや分数のない方程式の計算
代金などの簡単な方程式の利用

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

同類項をまとめる
式を足すこと、式を引くこと
かっこのついた式の計算
式の値を求める
係数が整数の単項式の乗法、除法
等式の変形
解が整数で、かっこや分数のない連立方程式の計算
代金などの簡単な連立方程式の利用

●

●

●

●

●

●

●

●億、兆の位の数
整数の四則計算の定義の理解と活用
小数の計算（小数の乗除、小数×整数、小数÷整数）
分数の計算（同分母分数・真分数・仮分数の加減）

●

●

●

●

整数の性質（約数、倍数、素数）
小数の計算（1/10、1/100の位の乗除）
分数の計算（異分母分数・真分数・仮分数の加減）
分数の乗除（分数×整数、分数÷整数）

●

●

●

●

分数の約分、通分
分数の乗除（分数×分数、分数÷分数）
小数、分数の四則計算の定義の理解と活用

●

●

●

10の分解と10の補数関係
（１桁の数）＋（１桁の数）で、繰り上がりのある計算
（10何）－（１桁の数）で、繰り下がりのある計算
簡単な２位数・３位数の加減の計算

●

●

●

●

10,000までの数
九九
（２桁の数）±（１桁の数）の暗算
（２桁の数）±（２桁の数）の筆算
簡単な３位数の加減の計算
簡単な分数の計算

●

●

●

●

●

●

小
　
１

小
　
２

小
　
３

小
　
４

小
　
５

小
　
６

中
　
１

中
　
２

中
　
３



全
員
に
、
中
学
校
の
文
化
祭
を
見
学
す
る
よ
う
に
促

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
生
が
中
学
校
の
部
活
動
に

体
験
参
加
す
る
機
会
を
設
け
た
こ
と
も
あ
る
。

　
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
は
、
教
師
全
員
が
取
り

組
み
の
意
義
を
理
解
し
、
納
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
と
、
石
井
校
長
は
話
す
。

　「『
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
』
と
実
感
を
持

て
な
け
れ
ば
、
先
生
方
に
は
徒
労
感
の
み
が
残
り
ま

す
。
教
師
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
る
た
め
、
本
校
で
は

毎
年
、
年
度
当
初
に
校
長
、
教
頭
、
教
務
、
校
務
の

四
役
研
修
会
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
や
内

容
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
い
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
子
ど
も
の
変
容

を
見
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
の
が
現
状
で
す
」

　
町
教
委
で
も
、
着
任
研
修
の
機
会
に
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
を
伝
え
て
い
る
。

　「『
一
部
の
教
師
だ
け
が
取
り
組
む
こ
と
』『
研
究

主
任
が
す
れ
ば
よ
い
』
と
い
う
意
識
で
は
、
取
り
組

み
は
根
付
き
ま
せ
ん
。
日
々
、
子
ど
も
と
接
す
る
担

任
の
先
生
に
こ
そ
小
中
接
続
の
重
要
性
を
理
解
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。
誰
も
が
日
々
の
授
業
づ
く
り
で
手

一
杯
で
す
か
ら
、『
今
さ
ら
何
を
加
え
る
の
か
』
と

受
け
取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
先
生
方
に
何
度
も
訴
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」（
瀧
塚
指
導
主
事
）

　
同
町
の
教
師
の
多
く
は
小
中
ど
ち
ら
か
の
赴
任
経

験
の
み
で
、
小
学
校
教
師
は
中
学
校
教
師
が
直
面
し

て
い
る
課
題
を
実
感
し
に
く
い
の
が
現
実
だ
。
そ
こ

で
、
小
中
の
垣
根
な
く
教
師
同
士
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、「
若
い
衆
研
修
会
」
だ
。

こ
れ
は
教
職
歴
２
〜
５
年
の
若
手
教
師
を
対
象
に
小

中
の
教
師
が
集
ま
る
勉
強
会
で
、
月
１
回
、
第
３
木

曜
日
の
夕
方
の
勤
務
時
間
外
に
、町
教
委
が
支
援
し
、

開
催
し
て
い
る
。
瀧
塚
指
導
主
事
が
他
の
自
治
体
の

先
進
校
を
訪
問
し
撮
影
し
た
授
業
の
ビ
デ
オ
を
見
て

検
討
し
た
り
、
中
学
校
の
体
育
教
師
に
マ
ッ
ト
運
動

の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
学
ぶ
。
参
加
は
任
意
だ
が
、
対
象
者
の
７

〜
８
割
に
当
た
る
15
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

　「
小
・
中
学
校
の
若
い
先
生
方
が
率
直
に
話
し
合
っ

た
り
、
時
に
は
食
事
を
し
な
が
ら
語
り
合
っ
た
り
で

き
る
関
係
が
築
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研

修
会
の
日
は
学
校
を
早
く
出
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
校

で
配
慮
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
自
由
参

加
と
し
て
、
例
え
ば
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
出
席
で

き
な
い
先
生
の
肩
身
が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
」（
瀧
塚
指
導
主
事
）

　
こ
の
よ
う
な
会
の
素
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
５

校
の
校
長
と
教
育
委
員
会
の
強
固
な
信
頼
、
協
力
関

係
だ
。
事
務
局
を
担
う
石
井
校
長
を
中
心
に
、
小
・

中
学
校
の
校
長
と
瀧
塚
指
導
主
事
が
密
に
連
絡
を
取

り
合
い
、
意
見
や
情
報
を
交
換
し
て
い
る
。

　「
校
長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
『
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を

育
て
た
い
』
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
小
中
一
貫

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
す
る
中
で
、
校
長
同
士

が
心
を
開
き
、
考
え
を
伝
え
合
え
る
関
係
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
例
え
ば
、
教
務
主
任
が
他
校
の
教
務
主

任
の
先
生
の
仕
事
を
見
に
行
き
、
互
い
の
良
さ
を
取

り
入
れ
る
交
流
も
考
え
て
い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

　
教
育
長
か
ら
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
た
05
年
度
当
時

は
、
皆
、
と
て
も
懐
疑
的
だ
っ
た
。
約
２
年
掛
け
て
、

実
態
調
査
な
ど
も
交
え
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
を
確
認
し
、現
在
の
取
り
組
み
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
し
て
今
、
石
井
校
長
は
改
め
て
取
り
組
み
の
意
義

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
言
う
。

　「
年
月
の
経
過
や
、
教
職
員
の
入
れ
替
わ
り
に
伴

い
、
当
初
の
課
題
意
識
や
本
来
の
目
的
が
あ
い
ま
い

に
な
り
、
取
り
組
み
が
表
面
的
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
」

　
石
井
校
長
は
、
編
集
委
員
長
を
務
め
て
い
た
10
年

度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
紀
要
に
、
当
時
の
教
育

長
の
言
葉
を
掲
載
す
る
こ
と
を
考
え
た
（
図
３
）。

　「
05
年
当
時
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
目
的

を
話
さ
れ
た
教
育
長
の
講
演
記
録
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
音
声
を
何
度
も
聞
き
直
し
、
紀
要
の
冒
頭

７
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
誰
も
が
い
つ
で
も
立

ち
戻
れ
る
、
阿
久
比
町
に
い
る
全
て
の
教
職
員
が
共

通
し
て
持
て
る
も
の
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
す
」

　
更
に
、
石
井
校
長
は
保
護
者
へ
の
働
き
掛
け
も
必
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教
師
全
員
が
常
に
立
ち
戻
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
点
を
冊
子
化

◉
工
夫

小
・
中
学
校
の
教
師
同
士
が

日
常
的
に
つ
な
が
る
機
会
を
設
け
る



特集

小中接続──子どもの学びを中学校へつなぐ

要
だ
と
話
す
。

　「
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、『
幼
保
小
中
一

貫
教
育
で
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
』
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
先
生
方
が
同

じ
意
識
を
持
ち
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
ば
、
保

護
者
の
目
に
映
る
子
ど
も
の
姿
が
変
わ
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。
そ
れ
が
、
保
護
者
の
理
解
・
支
援
に
つ
な

が
り
、
町
全
体
に
定
着
し
て
い
く
と
思
う
の
で
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
、
中
学
１
年
生
の
不
登

校
が
激
減
し
た
。
か
つ
て
は
10
人
以
上
だ
っ
た
が
、

現
在
は
１
〜
２
人
に
ま
で
減
っ
た
と
い
う
。

　「
教
師
も
子
ど
も
も
少
し
ず
つ
意
識
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
小
中
の
教
師
が
互
い
の
授

業
を
見
合
う
機
会
が
増
え
、
例
え
ば
、
６
年
生
の
学

級
担
任
が
中
学
校
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
増
え
る
な

ど
、
中
学
校
を
意
識
し
た
指
導
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
が
中
学
校
の
文
化
祭
を
見
に

行
っ
た
り
、
部
活
動
で
交
流
し
た
り
と
、
中
学
生
の

姿
が
見
え
や
す
く
な
っ
た
の
も
影
響
し
て
い
る
で

し
ょ
う
」（
石
井
校
長
）

　
た
だ
、中
学
１
年
生
の
不
登
校
は
減
っ
た
も
の
の
、

中
学
２
年
生
に
な
る
と
以
前
と
同
じ
く
ら
い
の
数
の

生
徒
が
不
登
校
に
な
る
と
い
う
。

　「
私
た
ち
は
、以
前
と
つ
ま
ず
き
の
原
因
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。
小

中
接
続
を
原
因
と
す
る
問
題
は
解
消
し
た
け
れ
ど

も
、
中
学
校
生
活
が
進
む
に
つ
れ
て
学
力
不
振
と
人

間
関
係
に
関
す
る
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
２
つ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
更
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」（
瀧
塚
指
導
主
事
）

　
今
後
に
つ
い
て
、石
井
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
な
ぜ
小
中
一
貫
に
取
り
組
む
の
か
と
い
う
原
点

を
大
切
に
し
た
上
で
、
新
た
に
家
庭
学
習
の
分
野
に

着
手
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
改
善
し
た
り
し

な
が
ら
実
践
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　「幼保小中一貫教育プロジェクト」を浸透させるために、
決定事項として、先生方に具体的なお願いをすることも
あります。新たな取り組みを始める時には、ある時期、
校長としてこのようにリーダーシップを発揮することも
必要だと考えます。
　しかし、それだけでは取り組みは継続されません。日
常的に、取り組みの意義を先生方に伝え、対話すること
を心掛けています。一人ひとりの先生方とコミュニケー
ションを取りながら、学校全体でより良い取り組みをつ
くっていきたいと思います。

校長としての役割
石井校長が重視する
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図３ プロジェクト立ち上げの趣旨（抜粋）

＊第２回阿久比町幼保小中一貫教育実践発表会紀要「２０１０プロジェクトin 阿久比」より一部抜粋

　どの学校、学級にも、授業についていけないにもかかわらず、黙っ
て席に座り、まじめに授業に臨んでいる子どもがいます。この子ど
もは、これまでのどこかでつまずき、それでもまじめに一生懸命努
力を続け、今日まで至っているのです。中学生になってから、これ
までの積み残しを取り戻そうといくらがんばっても、なかなか成果
は見られません。
　阿久比町では、このような正直に一生懸命努力しているにもかか
わらず報われない子どもに、真正面からかかわっていきたいと考え、
幼保小中一貫教育を立ち上げることとしました。

◉正直者、一生懸命努力する子どもが活きる学校にしたい

◉それぞれの段階で、本当に責任を果たしているかを見極め
なければ…

　幼稚園や保育園に入園するまでの家庭の責任、幼保小中でかかわ
る教員や保育者の責任、それぞれの立場や段階でその責任は違いま
す。その時期に身に付けるべきことが確実に身に付いているかどう
かを見極める必要があります。（中略）
　阿久比町幼保小中一貫教育では、各年齢に応じた「欠落なき教育」
の実現をめざすこととしました。

◉幼保、小、中の間に見えない壁がある。これを打ち破らな
ければ…

　子どもは、年齢が上がるにつれて判断力が高まります。しかし、
学校でのきまり・規則は、小学校で緩く、中学校で厳しいのが一般
的です。逆ではないでしょうか。
　阿久比町幼保小中一貫教育では、幼稚園や保育園、小学校、中学
校の間のずれや逆転のない「段差なき教育」を進めたいと考えました。

◉１町１中学校という利点を生かしたい
　中学1年生のスタート時点で、子どもの力がまちまちでは、中学校
での指導の効果を上げることはできません。（中略）
　阿久比町幼保小中一貫教育では、幼稚園や保育園間、小学校間、
さらに学級間で「落差なき教育」が進められることが大切であると
考えました。
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